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2016年4月14日、
そして16日と連続
して熊本を中心に

九州で発生した「熊本地震」に対して、日本ユネスコ
協会連盟では、「熊本地震 子ども支援募金」を立ち
上げました。

現地と密に連絡をとり、教育復興のニーズをお聞きし
ながら、必要とされる支援活動を行ってまいります。

みなさまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

■郵便振り込み

全国の郵便局からお振込みいただけます。
口座番号：00140-0-634842

口座名：日本ユネスコ協会連盟 熊本地震

第７回 南北コリアと日本のともだち展大阪展

3/23～25

2018

金・土・日

今は会えないけれど、いつかは 出会うかもしれない未来のともだちへ！

毎年、絵とメッセージを送りあってきた「ともだち展」

今年の絵画募集のテーマは「わたしの楽しい時間」！

ワークショップ開催！

台風が迫る大雨の中、2014年度テーマ
「わたしのまちにおいでよ」からソウルや
プサン、ピョンヤン、中国（延吉）と大阪
の子どもたちの描いた絵に自画像を貼
るワークショップを開催しました。
（10月29日コリアンタウンまつり）

南北コリアと日本のともだち展実行委員会・（公財）大阪国際交流センター：共催

ともだち展についてのお問い合わせ

南北コリアと日本のともだち展大阪展実行委員会事務局

〒540-0006 大阪市中央区法円坂1丁目1-36 大阪市教育会館

４F

大阪府ユネスコ連絡協議会内 （火・木在室）
TEL：06-6809-7746 FAX：06-6809-7747

Emailosaka@tomodachi10.net 

南北コリアと日本のともだち展大阪展実行委員会事務局

〒540-0006 大阪市中央区法円坂1丁目1-36 大阪市教育会館

４F

大阪府ユネスコ連絡協議会内 （火・木在室）
TEL：06-6809-7746       FAX：06-6809-7747
Email：osaka@tomodachi10.net 

大韓民国、朝鮮民主主義人民共和国、

中華人民共和国、そして日本に住む子

どもたちの描く絵画を通して互いの生

活や文化を知り、つながりを生み出し

ます！ ぜひご来場ください！

大阪国際交流センター



エリーニ・ユネスコ協会 上町台地 歴史ウォーク

① 2000年10月29日 ”飛鳥道を現代に”ツアー ⑩ 2009年5月31日 東成の暗越奈良街道をたどって

② 2001年5月20日 ”飛鳥道を現代に”ツアー ⑪ 2010年5月29日 「住吉」ほっこり歴史見て歩き

③ 2002年6月18日 歴史都市上町台地ツアー ⑫ 2011年5月29日 「平野」レトロな街並み見て歩き

④ 2003年5月24日 歴史都市上町台地ツアー ⑬ 2012年5月27日 水都・中之島まちと歴史見て歩き

⑤ 2004年5月29日 上町台地”アベノの歴史を歩こう ⑭ 2013年5月26日 生野・巽の万葉の里と中高野街道を歩く

⑥ 2005年5月28日 上町台地の熊野街道を歩こう ⑮ 2014年5月25日 道頓堀川開削400年の全長を歩く

⑦ 2006年6月28日 ナンバ～大国町 ウォーキング ⑯ 2015年5月27日 豊臣大坂城の城下と真田幸村を歩く

⑧ 2007年5月27日 千日前・道頓堀から四ツ橋歴史ウォーク ⑰ 2016年5月22日 古代天六から造幣局の大塩平八郎を歩く

⑨ 2006年5月25日 生野の桑津街道・俊徳道をたどって ⑱ 2017年6月11日 上町台地南部の玉出・岸里・天下茶屋を歩く

民間ユネスコ運動の発祥の地である仙台で、70周
年を記念して開催された日本ユネスコ運動全国大会
は、ノーベル平和賞受賞者ラジェンドラ・クマー
ル・パチャウリ氏の気候変動をテーマにした地球規
模の講演やユネスコスクール・民間ユネスコ協会か
らの地域的課題への取り組みなど、さすがに充実し
た内容のプログラムであった。

かつて大阪では「考えよう！私にとってのユネス
コ活動 －民間ユネスコ活動の活性化のために－」
というテーマで、近畿ブロック・ユネスコ活動研究
会を開催し、実践発表を踏まえて民間ユネスコ活動
の活性化を討議した。そして、児童・生徒・学生な
どの若い世代を通して、未来に繋げていくことの必
要性と地域に根差した地道な活動の大切さを共有し
た。

今回の仙台大会は、その意味で民間ユネスコ活動
の活性化と未来が期待できる内容が、多くプログラ
ムされていて大変よかったと思う。

なかでも、仙台ユネスコ協会青年部のみらい創造
隊による「青年部がいざなう現在・過去・未来のユ
ネスコ探検ツアー」の発表は、これまでの活動の歩
みを再確認し、現在の青年ユネスコ活動を知るため
に全国の青年ユネスコ活動を視察し、未来のユネス
コ活動を考えていこうとする取り組みで、 今後の
若者たちの活動に大いに期待を抱かせるものであっ
た。

さらに大会の最後に青年部から『民間ユネスコ運
動という枠や、青年であることにとらわれず、人々
の多様な平和の望みに目を向ける。そこから生まれ
る多様な表現を尊重し、それに寄り添うユネスコ精
神を守る。これらを担う民間ユネスコ運動を未来へ
と持続させていく。』と青年宣言が発表され、青
年部の今後のユネスコ活動への期待を抱かせてくれ
た。そして、全国の青年部が繋がり、この宣言を共
有することによって、青年部の活動がより活性化す
る期待感と可能性を感じることができた。

ユネスコスクールの高校生によるパネルディスカ
ッションも有意義であった。内容的には足りないと
ころも多少あったかとは思うが、地域社会の課題に
興味・関心を持ち、意欲的に取り組んでいる生徒た
ちの姿がよく理解できるすばらしい発表であった。
これらの高校生たちが、未来につながってくれるこ

とを願う次第である。

とくに福島県立安達高等学校は、原発事故以降自
校の放射線量の測定や遮蔽実験、浪江町・大熊町の
帰宅困難地域の現状などを自然科学部中心に調査し
、サイエンスアゴラ（お台場）などで発表すること
による発信力によって、安心と安全が担保されるこ
とによる心の平和を訴え続けてきた。そのすばらし
い活動に感銘を受けた。

民間ユネスコ協会とユネスコスクールの連携は、
これからのユネスコ活動にとって必要不可欠な要素
である。今回の発表もすばらしい先生方の指導とご
苦労があっての結果であると、私は推察する。ＥＳ
Ｄ（持続可能な社会の構築）にもっとも必要なのは
教育である。民間ユネスコ協会が教育現場とどのよ
うに関わり、支援することができるのかが大きな課
題の一つであることを痛感した。

地方の大会では、無形文化遺産が紹介されること
が多い。沖縄大会では、沖縄の古舞踊に能・狂言や
京劇などの要素が加えられた「組踊」が紹介され、
そのすばらしさに感動したが、今回は2009年にユネ
スコ無形文化遺産に登録された「秋保の田植踊」を
観賞することができた。日本各地に存在したこのよ
うな貴重な文化遺産の多くが、消滅しつつあるのが
現実である。これらを守り、また消滅したものを復
活させるための活動も、民間ユネスコ協会に課せら
れた使命ではないかと思う。

ところで、仙台市には「仙台すずめ踊り」という
大阪とは縁の深い無形文化遺産がある。今大会では
懇親会の場で紹介された。この踊りは、もともと堺
の人々の間で踊られていたもので、慶長年間に城づ
くりのため、泉州堺から仙台に移り住んだ石工よっ
て伝えられたと言われている。しかし、伝えた側の
堺では全く消滅し忘れ去られていたが、近年、仙台
市民の指導によって復活するという、不思議な縁で
結ばれた踊りである。
民間ユネスコ運動70周年を祝うにふさわしい大会

に参加できたことに感謝し、今後の活動に生かせて
いけたらと思っている。（今堀順壽）

第73回
日本ユネスコ運動全国大会in仙台
発祥の地仙台から世界へ

仙台大会に参加して

2017

7/15-16
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